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． 市場単価への移行間題

現在， 公共 建 築工 事 の発 注 方式， 入 札 方 式の 改

革 の一 環 と して， 積 算 体系 の見 直 し と再 構築 が 進

め ら れ て い る。 そ の 目 的 と す る と こ ろ は， 入 札 制

度 の 改革 が目 的 とす る 透明 性， 競 争 性， 客 観性 の

確 保 であ り， そ の一 翼 をに なう も の であ る が， 積

算 体系 と して は， こ れ に加 え て機 動 性お よ び妥 当

性 の 確保 向上 が 強調 さ れる と ころ である。 この 新

積算体系 （あるいは建築積算の高度化） で意図さ

れ て いる 改善 内 容 は多 岐 にわた る が， そ の 中の 一

項 目 に 「新 し い単価 方 式 への 移行」 が ある。 具 体

的に は，「積 上 げ単 価方 式 か ら市場 単 価 方式 へ の移

行」 と して調 査 検 討が 進 めら れて い る。 こ れ まで

の 公 共工 事 の積 算 にお け る値 入 れ では， 材 料， 副

資 材， 労 務 な どの 原価 要 素 レベ ルの 単価 を 歩 掛り

を介して積み上げ計算 した複合単価を用いる 「積

上 げ単価 方 式」を 基本 に してき た。これ を元 請 一下

請間の取引価格の実勢価格あるいは相場単価をそ

のま ま用 い る ｒ市 場単 価 方 式」 に 変え よう と する

方向 の 検討 が 進め ら れて いる。 こ の市 場単 価 方式

とい う の は， 仮 のネ ー ミ ン
グ であ って，「総 合 単価

方式」ｒ調査単価方式」「市場施工単価」 などとも

呼 ば れてい る。 土木 工事 の 分野 で は一 部 の工 種 で

市場 単 価 方式 を試 行 し実 施 に移 行 して いる。 そ れ

と区別する意味で 「建築市場単価方式」 ともいわ

れる。 こ れら の 呼 び名 と 概 念の 内 容 はまっ た く 同

じと は言 えない よう であり， ち がう と す れば どこ

が どう 異 な る かに つ いて は議 論 の余 地 があ るよ う

だ が， さ しあた り はそ の 議論 は せ ずに 本稿 で は市

場単 価 ある い は総 合 単価 と 呼ぶ こ とに する。

こ の市 場 単価 方 式 の定 義や 必 要性 に つい て は，

既に 多く 議 論 がな さ れて きた よ う であ る。 公 共建

築工事の現行積算体系の問題点の検討のための］

連の 官 民含 同 の検 討 の場 で， 数 年来 検 討
さ れ， さ

ら にそ の見 直 し再 構 築の た めの 基礎 調 査や 検 討 が

進 行申 で あり， こう した 経 過 は建 築コ ス ト管 理 シ

ステ ム 研 究所 の本 誌 に シリ ー ズと して 掲載 さ れて

いる ほ か， 各 所 で広 く議 論さ れてき た。 筆者 は こ

れ ま でそう した 検討 の場 に 関係 してき た わ けで は

な く， い わ ば部 外者 で ある。 今回， 調 査 検 討を 続

け て こら れた 関係 者 の 方々 に いろ いろ と ご教 示 を

い た だ い た が
，
深 い 知 識 は な い。 し た が っ て， 第

三 者 的あ る いは 原論 的 な観 点 か ら， この 市場 価 格

方 式 の考 察 を試 み， 若 干の 見 解 を述 べさ せて いた

だ く こ と と し た い。
扱 う テ ー マ は 今 の と こ ろ お お

よ そ 次 の よ う に 考 え て い る。

・ 元 請 け下請 け間取 引 価格 の 性格 に つい て

一 交渉プロセス性など （次回）

・ 直 接工 事費 の 単価 と 共通 費 の関 係 につ い

て

・ 市 場単 価 方式 の 目的 と 成立 要件 に つい て

・ 数 量書 に値 入 れ する 単価 の あり 方 の諸 形

態

結局は 「単価」 の問題の一部分を扱うに過ぎな
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いわ けで ある が， 実 はこ れ が筆 者 にと って は， な

か なか の難 間 であ り， わ か らな い こと だ ら けで あ

る。 そ の た め，
ま と ま っ た 考 え 方 を 提 示 す る よ う

なこ と は無 理 であ り， 実 際 が どう であ る のか を知

り た い と こ ろ
， 不 思 議 に 思 え る と こ ろ， ど う 考 え

れ ばよ いか わ から な いと こ ろ， を述 べ させ て いた

だく こ とに なり そ う である。 実 情に う とい と ころ

か ら 来る 誤 解 や ま ち が い も 含 ま れ る か と 思 わ れ

る。 こう した 点 に つい て御 指 摘， 御 批判 や 御教 示

を賜 れ ば幸 い です。

Ｉ一
数量書に値入れする

２
。 単価の問題

（１） 「積上げ単価方式から総合単価方式への移行」

の 間題 は， い う ま でもな く 公共 建 築工 事 の積 算

方式 に か かわ る もの であ る。 公 共 工事 の 発注 の

た めに は発 注 者側 に おい て 予定 価 格 を定 めな け

れ ばな ら ず， 予定 価 格を 求 める た めに， 設計 図

書から建築数量 積算基 準に基づ いて数量 計算

書， 数 量調 書 が作 成さ れ， 算出 さ れた 数量 に 対

して そ の単 価 が値 入 れさ れ る。 こ の数 量書 の 値

入 れに 用い る 単価 と して どのよう な単 価情 報 を

便う か， という 問 題 であ る。

（２） 一 方， 入 札 者 が自 らの 入札 価 格 を決 める た め

の見 積 りに お いて も， 与 え られた 設計 図書 か ら

どの よう に 数 量書 を作 成 し， どのよ う な単 価膚

報に 基 づい て 値入 れ する か という 問題 があ る。

この と き， 設 計図 書 と建 築 数量 積 算基 準 は同 じ

もの を 使う か ら， 設 計図 書 の完 成度 が 十分 で あ

り， か つ真 剣 な数 量積 算 が 行わ れ れ ば， 発 注 側

と入 札 側の 数 量の 差異 は 少 ない と 考え ら れて い

る。 しか し， 数量 書 に値 入 れす る単 価 につ い て

は， し ばし ばそ の乖 離 （か いり） が間 題 とさ れ

て きた。 その 一 因が， それ ぞ れが 根拠 と する 単

価 情報 が異 な る 点に ある と さ れる。 発 注 者側 は

いわ ゆ る 「積 上 げ単 価」 によ る 複合 単価 に より，

入札者 （ゼネコン） 側は 「専門工事業者との実

際 の取 引価 格」 す な わち 実 勢単 価 によ る こと か

らく る 差異 であり， 実勢 価 格の 変動， そ の他 の

条件 を 反映 す る機 動 性の ち がい で ある。

（３） ここ で次 の 点に 注 目 して確 認 して おき た い。

（こ れ は後 の 議論 に お ける用 語 法の 前提 の た め

であ る が， す でに こ のあた り で 筆者 の 理解 に 間

違い が ある か も しれ なし）の であ る。 ぜ ひ とも ご

教 示 い た だ き た い と こ ろ で あ る。
）す な わ ち， 対

象と なっ て いる の は

① 主 と して， 直 接工 事 費の 細 目 レベル の 「数

量」 の 「単位」 に対 応 する 単価 である。 ここ

で数量 は， 殆 どの細 目 にお いて ｒ設計 数 量」

が用 い ら れる が， 鉄 筋や 鉄 骨 な どで ｒ所 要数

量」 が使わ れ， 仮 設 な どで ｒ計 画 数量」 が使

わ れ る
。
そ の 「 単 位 」 に は， ㎡， 耐， ｍ， ｔ，

か 所， 台， 一 式 のい ず れか が 使わ れる。 細 目

の 内訳 を 示す 別紙 明 細 にお いて は，架 けｍ，架

け 耐， 基 ／日， 本， な ども 単位 と して 便わ れ

る。 た だ し， こ れ は 「建 築 工事 （建築） 内訳

書 作成 要領」 によ れ ば， の 話 である。

② その 細 目の 単位 に よっ て， 材 料 単価， 製品

単 価， 加 工単 価， 複 合単 価 のい ず れか が値 入

れさ れ る。 積 上 げ方 式 か市 場単 価 方式 は， こ

のう ち の 複合 単価（二・材 工共 単 価竺 施 工単 価）

で 主に 問 題に さ れる。

③ しか し， 材 料単 価 にお い ても 刊 行物 単価 を

そ のま ま，ある い は 掛け 率調 整 して 入 れる か，
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ゼネ コ ンと 商社 やメ ー カ ーと の 実勢 取引 価 格

を使う か， とい う 間題 が ある。 加 工 単価 や 施

工 単 価に 含 ま れる 労務 賃 金に つ いて も， 三 省

労務 設 計単 価 を使 う か， より 実 情 に近 い情 報

を 求 め て 便 う か， の 問
題 が あ る

。
こ れ ら も

，

市 場 単価， 実 勢単 価膚報 の 問題 に含 ま れる 間

題 で あ る。

④ こ の ②や ③ の こと は， 内 訳分 解 構造 に おけ

る工 種 や細 目 によ って， 現 状の 一 般 的な取 引

形態 に 対応 し てい る。 しか し， 鉄 筋な ど同一

工種 でも場合によって材工共と材工分離が使

い 分 けら れる こ とも あり， か なら ず しも 絶対

的 なも の では な い。 元 下間 の取 極 め条 件 にい

た って は， 非 常 に多 様 で ある こと がコ ス ト硫

の 調 査 に よ っ て 明 ら か に さ れ て い る。

⑤ な お， 周 知 の よう に， 細 目 と は細 目内 訳書

で値入 れ をす る 項 目で あり， 名 称 と 摘要 で規

定 さ れ，
数 量
， 単
位
， 単
価
，
金 額
，
備 考 と い っ

た 項 目 （デー タ フィ ー ル ド） を持 ち， この細

目 ユ つ （１ 行，
１ レ コ ー ド） に 対 応 し て ユ つ

の単 価情 報 が入 れ ら れる。 この細 目 の 立て 方

が， 実 際 どの程 度 共通 化 して いる の か （発 注

者 と 入札 者 で， ま た 入札 者相 互 間 で）， 知り た

い と こ ろ で あ る。

市 場 単価 方式 に 移 行す る とき は， 細 自の ア

イ テ ム 数 が 減 少 し， し た
が っ て， レ コ

ー ド 数

が減 る 傾向 に なる と 思わ れる。 さ らに， 専 門

工 事業 考が 成 長す る に従 って こ の 傾向 （マ ク

ロ単 価 指 向） は いっ そう 進 むこ と に なる だろ

う
。

⑥ 発 注 者側 の値 入 れ にお い ても， 歩 掛り を用

いた 積 上 げ単 価 だ けが情 報 源 にな って い るわ

け で は な い。

ａ． 歩 掛 り に よ る 積 上 げ を 基 本 と し な が ら

も
，

ｂ． 刊 行 物単 価 （そ の 施工 単 価 レベ ルの デー

タ も）

Ｃ、 専門 業考 やメ ー カ ーか ら の参 考見 積 り情

’ 報 な ど を 参 考 と し，

積 上 げ方 式 で算 出 でき な い工 法， 技 術 はｂ や

Ｃ を 使用 す る。 建 設省 の 「営 繕 事業 執行 に お

ける 積算 等 の留 意 事項 につ い て」 の 申 でも，

実勢価格の採用 （極力最近の価格を採用） が

呼 びか けら れて いた。 た だ， そ の手 順 方法 手

段が 体系 化 さ れて い ないた め， かな ら ず しも

実効 が 伴わ な かっ た ので あろ う。

⑦ この よう に， 積 上 げ方 式 にも， 材 料 単価 が

便わ れ る部 分 があ り， 実 勢単 価 を調 査 して 使

う，ある い は参 考 にす る場 含 が ある。した がっ

て， 白 か黒 か と いう 間題 だ け では なく， どの

よう に 使 い分 け， 組 合わ せ， 併 用 する か の問

題 だ と と ら え る こ と も で き る。

（４） 新 しい単 価方式 への移行 問題は一般 競争入

札， 数量 公 開， 内 訳書 提 出な どの 動 き と関 連す

る 面 を 持 っ て い る。 し か し，
そ れ ら と 連 動 し な

い場 合 （た と え ば， 指 名 競争 で， 数 量公 開 無 し

また は 限定 で， 内 訳書 提 出 な しの場 合） であっ

ても， 単価 情 報 シス テ ム の見 直 し と再 構築 が重

要 で あ る こ と に か わ り は な い。

数量公開や内訳書提出の有無， 度合いにかか

わ ら ず， 発注 者， 入 札者 の 双方 で 数量 積算 が お

こ なわ れ 数量 書 がつく ら れる こ と が前 提に なっ

てお り，そ の内 訳 項目 に 対 して単 価 が対 応 する。

本稿 でいう 「数 量書」 と は， 公開 さ れる 数量 書
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だけでなく， 予定価格策定用の数量調書や入札

者 側 の数 量 内訳 書 を 含む もの と して 使う。 こ れ

は， 積 み上 げ単 価 か 市場 単価 か， とい う ２つ の

方式 を こ えた値 入 れ 単価 の あり 方 の諸 方式 の 問

題 に 及 ぶ。

な お
，
価 格
，
単 価
，
コ ス ト と い っ て も い ず れ

も人 間 間， 組 織間 を 伝 達さ れる 情 報 であ る。 と

く に， こ こ であつ か う のは情 報と して の 価格 や

単 価 で あ る
。 コ
ス ト 情 報 シ ス テ ム

，
あ る い は 単

価 情報 シス テ ム の問 題 でも あ る。

（５） なぜ元下間取引価格か

総合建 設業者 と専門 工事業者 が対等 なパー ト

ナ ー と して 役割 分 担を しなが ら 建築 生産 を 行っ て

い く べき 時 代 に， 本稿 でな ぜ元 下間 取引 価 格 とい

う こ と ばを 使う の か， や や奇 異 に思 わ れる か も し

れな い。 積 上 げ単価 に 代 る市 場 単価 と して 議 論さ

れて いる の は， ゼ ネコ ンと 一次 下 請業 者 との 間の

取 引 価格 を 指 すか ら であ るρ 同 じく 専 門工 事 業者

で あ っ て も， 分
離 発 注
，
指 名 サ プ コ ン 制

，
コ ス ト

オ ン， な どの 契約 形態 が 便わ れ る場 合 に は， 専門

工 事業 者の 価 格や 単 価 も， 相当 こ とな る 様相 を 持

ち 得る と思 わ れる が， ここ で はさ しあ たり 対 象 と

し な い
。

（６） 元 下間 取 引 価格 の 性格 につ い て は， 次 回も 含

め て， 次 の 点 を
考 え て み た い。

１： 建築 の 価 格に 情 報の レ ベル が ある。 その 中

での 「単価」 の位置と相互関係

２ ：元 下 間 取 引 に は 価 格 交 渉 の プ ロ セ ス が あ

り， フ ェ
ー ズ が あ る

。
ど の フ ェ ー ズ の 情 報

か によ っ て単 価 の値 がこ１とな る

３ ：専 門 工 事業 者の 決 定 と価 格 決定 に は， 同時

と非 同 時な どのパ タ ー ンが ある

： 元下 間取 引 価格 の 決ま り かた のパ タ ー ン

： 長期 的取 引 関係 によ る 影 響

その 他 単価 データ を ばら つ かせ る要 因の い

くつ か

建築の価格情報に
８
． レベルがある

（１） コ ス ト プラ ンニ ン グレ ベル

いう ま でも ない こ と であ る が， ま ず 発注 者 の事

業 化計 画， 予 算策 定， 企画， 基本 設計 で用 い ら れ

る コス ト 情報 が ある。 予算 計 画や コス トプラ ン ニ

ン グ の レ ベ ル で あ る。
こ れ は
，
建 物 用 途， 構

造
，

規 模
，
地 域， グ レ ー ド， な ど に よ る 床 面 積 あ た り

単 価， あ る いは ベ ッ ド数， 駐 車台 数 な どの機 能 ユ

ニ ッ トあ たり の 単価 情 報 が用 い られる。 また， 部

位別の部位面積あたり単価や下地仕上込みの合成

単 価 な ども コス ト プラ ンニ ング で用 い られ 得る。

これ ら は， 重要 な 単価 情報 で ある が 本稿 で 扱う コ

ス ト レ ベ ル で は な い。
し か し， 次 の 点 に

も 一 応 注

目 して お き た い。

① ひと つ は， 発注 者側 の 予 算， 設 計の グ レー

ド， そ の具 体 化の 大 枠と して 重 要 であ り， 本

来そ の 具体 化 展開 と して の 予定 価格 と いう 連

紛性 をも つべ き もの で ある こ と。

② こ の レベル で も， 民間 工 事 を含 ん で一般 的

に は， 相 場的 市 場価 格情 報， 自組 織の 内部 蓄

積構報， 刊行物価格情報， 個別見積り情報
が

あ る こと。 さ ら に はこ の レベ ル でも 一種 の積

上 げ的情 報 が便 わ れる こ とが ある （米国 の建

築 コス ト刊行 物 な どの 床面 積 当た り 単価 デー

タ や 部 位別 の合 成 単価 デ ータ に も， 積 み上 げ

計算 に よる もの がある）
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表一１ 価 格 情 報 の 諸 レ ベ ル （ただし， 雅 価格，入札価格にかかわる範囲のみ。表の右側の③～⑩などは，（３〕の文番号に対応している）

価格情報のレベル

レ ベル ０： 予 定価 格 レベ ル

レ ベル １： 入 札価 格 レ ベル

レ ベル ２： 元 下 間取弓 個 格 レベ ル

レ ベル ３： 原 価要 素 レベ ル

レベ ル ４： 素 材相 場 レベ ル

レベルの慧昧とレベル間関係

総価 としての予定価格

烹烏㌃三∵ 勝算鵬単価）「）
（内訳書はおもにレベル２の元下間取引単価） ｒ

工種別の施工単価 レベル

（工種別王次下請との契約価格， 包括的単価） 一 一」

材料 単 価， 労 務賃 金， 歩 掛 り， 機 械器 具， 下 請 経費

（下請 に とっ て はレ ベル ２ の原 価 とな る レベ ル

（主 要 な材 料 単価 等 は レベ ル０ や レベ ル １に 直 接投入

⑥）

⑤）

素材の単価 輸入原材料価格 為替 レイ ト

（主要建材などの原価変動の外生的要因）

電力料金

③ か なり ら ん ぼう な考 え かも 知 れな いが， 発

注 者 の予 定 価格 は， こ う した コス トプラ ンニ

ング や概 算 レベ ルの データ を 理論 化， 高 度 化

して， そ れ に基 づい て 設定 す る 方式 もあ り え

な い こと で はな い。 つ まり， 入札 する 施 工 者

側の積算とは別の論理からの予定価格設定方

式 で ある。 もち ろん， わが 国 の現 実 では そ れ

は困難 で ある。 概算 技 術が 向 上 して も， 落札

価格の上限を厳格に規定する現行の予定価格

制 度の も とに お いて は 困難 な 面が ある か ら で

あ る。 し た がって， 使う 単 価情 報 や間 接 費の

根 拠 は異 なる に して も， 施 工 者側 と 同じ 見 方

な い し意 味合 い での 積 算見 積 りを 目指 し てき

た の だ と 思 わ れ る。 そ し て，
新 積 算 体 系 で は

，

両 サイ ドがい っそ う 同 じ見 方 で積 算す る 方向

を め ざして い る。 こ う した 「岡一 べ一 ス 立脚

主義」 が 唯一 の解 だ と は思わ れな いが， 透明

化 の観 点 から は 妥当 な方 向 なの で あろ う。 こ

う した 文脈 に お ける 単価 情 報の 問題 である。

（２） 予定価格と入札価格のレベル

公共工事の予定価格と入札価額の積算にかかわ

る範 囲に しぼっ て， 価 格 の レベ ルを 表一 １ のよ う

に 区 分 し て 考 え て み る。 レ ベ ル Ｏ と レ ベ ル １ は，

サイ ドが 異 なる だ け でレベ ル と して は同 じだと も

いえ る。 共 通の 建築 数 量積 算 基準 に よる 限 り， お

な じ細 目 レ ベル で単 価 が値 入 れさ れ る。 しか し，

レベ ル０ は 先に 述 べた 予算 や 設計 時コ ス トプラ ン

ニ ングを も 背景 に持 ち， レベ ル １は レベ ル ２以 下

を背 景に して い る。相互 に 評価 しあう 関係 に ある。

（３） この 表 を見 な がら， 次 の よう な こと が 言え る

の で は な い か と 思 う。

① そ れ ぞれ の レベ ルに 価 格， 単価 が あり， そ

の 内 訳 と し て の コ ス ト 構 成 が あ る
。 つ
ま り
，

ある レベ ル の価 格 情報 に 対 して， そ の ！つ 下
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位 の 分 解 情 報 が 内 訳 情 報 ニ コ ス ト 情 報 と な

る
。

② 今 回 の問 題 は， レ ベル ０ 二予 定価 格 設定 の

た め の 単価 情報 と して レベ ル３ か ら積 上 げて

使う か， あ る い はレ ベル ２ を直 接便 う か， の

問題 で ある。

③ 積 上 げ方 式 は， レ ベル ３ の数 量 と単 価 から

積 上 げ て， レベ ル ２に相 当する複 合 単 価 を求

め，これをレベ ル０ の細 目内 訳 書に値入 れ する。

④ 市 場 単価 ある い は総 合 単価 方 式 は， レベ ル

２ の 元 下間 取引 価 格 をそ の まま レベ ル １の 細

目内 訳 書に 値入 れする。

⑤ しか し， こ れは 材工 共 によ る 元下 問 取引 が

行 わ れる 工 種や 細 目に つ いて 言 える こ と であ

る。 鉄筋 や 鉄骨 な どの よ う に材 と工 が別 契 約

とな る 工種 で は， レベ ル ３ の材 料単 価 が予 定

価 格 や入 札 価格 の 値入 れ 単価 と なる。た だ し，

これ は相 当 単純 化 した 図 式 的説 明 であ る。 材

料 単 価 といっ て も， 設 計 数量 に 対応 す る価 格

ばか り では ない し， 多 重 な， 下 請経 費， 流 通

経 費 や値 引 き文 渉 を包 含 する た め， こ のよう

に単 純 に言 えな い 面 があ る。

⑥ 元下間取引価格にも内訳構造が存在するで

あ ろ う。 そ れ
が レ ベ ル ３ で あ り， ！ 次 下 請，

ある い はそ れ以 降 の原 価 構造 を 形成 す る。 し

か し， 大 昔 は別 と して 今 で は発 注者 か らも 元

請 ゼ ネコ ンか らも， レベ ル３ の 内訳 構 造 はほ

とん ど見え ない の が普 通 で ある。

⑦ 積 上 げ方 式 は， この レベ ル３ をべ 一ス に 計

算す る が， そ れ は， ！次 サ ブコ ンの 原 価構 成

を 推 測 し て い る の か， あ る い は，
パ ラ メ ー タ ー

晦 膚報 とし ての 複 合単 価 を求 めて い るの か，

どち らの 考 え 方に なる の であ ろう か。

⑧ コス ト構 造の 透 明性 と は， どの レベル か ら

見 て， どこ ま で把握 す る か， でき る かの 問題

であ る。 上 記の ⑥ はレ ベ ル０ か らも レベ ル １

か ら も， レ ベル ３の 実 態 が直 接 的に は見 え な

い （不透 明） こ と を指 して いる。

⑨ 焦 点の レ ベル ２ （市 場単 価） は， 取引 当 事

者 で ある ゼネ コ ン とサ ブコ ン か らは 透明 で あ

る。 し か し，
発 注 者 か ら は 不 透 明 で あ っ た。

市 場単 価 方 式は， こ の レベ ル２ を発注 者 も 使

う よう に しよ う とす る こと で あり， 数量 公 開

ならぬ 「取引単価公開」 というような意味合

い を 持つ の かも し れな い。 こう した 取引 当事

者 間 レベ ル を越 えた 単 価公 開 は， 市場 主 義 経

済 で はな か なか 困難 な 面 を持っ て いる。 っ ま

り， 生産 財や 生 産資 源 に関 する 取 引価 格 は，

取弓１当 事 者 の間 で は全く 明 瞭 に知 り 得る が，

取弓１当事者以外に真の取引価格を公開するの

は 容 易 な こ と で は な い。
そ れ だ け に， そ の 情

報 シス テム のあ りか た が大 き な間 題 とな って

く る。

⑩ レベ ル ４ は， 建築 積 算 では 通常 は 使わ れ な

い。 し か し， 異 常 な 資 材 高 騰 の 際 の 妥 当 性

チ ェ ック や硬 直 性を 打 破す るチ ェ ック， 真剣

な コス ト構造 検 討な どの場 面 にお いて 発 動さ

れ る べき コス ト情報 の レベ ル であ る。

（以下次号）
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